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匝ヨ過酢酸製剤

【組成 1■状】

アセサイドMA6'|]jⅢ れは , 11(■荊)と添イ」の第■剤(板

衝化11)を ,ι nして■川
'す

る和lみ 合わせに来Ilである.

1なお オ1製 水で希釈し03ヽ |、・●■‖|れ として|に ,1す る.)

1組成

2 .性 1犬

,| ,人

第一斉I
酸JのユF色 ilり 1の 泄て 11悧たIの■ ,ヽ なにお,

がある.

":イ
I

アルカリ‖:の 1(し から法 lt色 の滞リン,液で わず
力ヽ こ壮異なにおいがある.

03｀■、贅,

■川波

,(色 から,■色のrり lの ltで 、llい 耐餃 ll.の

においがある.(PH約 38'

【効能・効果】

レ|■ 器共の化十11武 持又は■1消 IⅢ

■ 効能 効果に関連する使用上の注意

(D“ J」 111」 とイj効 な微■物

“

JII,|| 1,削‖||| ウイルス lt餃 内 オ1色

5分 ●
|||

10分

,11)|,度に,1染 されている場0 ■人することがある.

(2)迪 ‖」できる器,●ι
'

(a)レ ンズよ ■のよ世類 ●IJ"I メス カテーテルな

どの夕ヽr千 lf川 器■

“

千 泌尿′や「 ‖1器 り:.

(b)鷹 |1装 世

'類

人 EI呼 吸■世狐 人 :透 析装置知 li千

川器,t又 はその11助

“

器,:,り 11l ll �til プラス

チック器共■.

,12'(a)デ ータのあるもの  (b),11で きるもの

(3)劣化のおそれがあるため■
'1を

世けるll'1

,(然 ゴム |:ゴム.

(11濠コⅡ ttに 月■する■月|卜 の,Lt(6,参 1()

(DA資のため|た 11できない″質

鉄 Ⅲl ■ちゅう 111ヽ 鯛■ ,t■ 卸 .

アセツイトMA60/0消毒液
化学的滅菌 殺菌消毒剤 (医療器具 機器 装置専用)

組成

成

第 者1

過師酸を11,,イ ,し 泄酸化水素
""そ

のイし
]成 分(■ 定化イ1,及

'水
を,む平ni況 ●物で

ある.

,「別

9成 分 (級 ■月■1't ll及びイ:属 イオン■

"t

^|)を

,イjす る.■ 1!たのpI[|||“ 及び安定イヒに

1!いる。

【用法・用量】

1調製法

本Iキ のり:‖ |れの調製は 次の方泄|[よる.

外 刑751R L第 1剌 75mL及 び|サ 製水1 350 nl卜 の11● で

洸つし 03｀ 、
'|■

1!れを製する.

2使用方法

に)あ らかしめ,た ユ
`れ

を行った lヽl・器共をたに先全に,rt'
る.悧 1イtのある,,■ ■や

“

せの複卜1な 器共Iは ■川泄を

助|「 た人又ま吸りすること[よ り■11波 と1分 に,Ш さ
せる.

(2)5分以 Lユ ,itす る

才地のな減を要する場イHま 10分以 L●記|する.

(3)● Ⅲ後 取りJヽ した●

“

器共を ■11と して武西水を用い

流水で15秒 以「 すすぐ.■ 1, 1,により水を■‖|す ることも

できる。悧Iイしのあるイ:,tXや ||たの複雑な器 ltヽ|ま 杓イL'
に丼波が

'ヽ

りやすいので 水の助 |■ 人やすすぎ|サ |」 を

lr長 するなどして「 分にすすく‐

■ 用法 用量に関連する使用上の注意

(1)過 m饒漑度がo2■ ,を 卜11る場イ)は 1分なな l ll,t力
'得

■lt

ないので ''Jlに化■的インンケーター(,1え ば アセサイド

チェ′カー ■ヽを‖,い■‖ ド映没度 1過

"餃"`,02^■
以 L

であることを

“

:認すること‐

(2)器 :● [イ|“している

“

1滋 体●●のイi代物が本11の効力や

安定性に影料を及ぼすわそれがあ1又 ■体物■ の11

化物が,日で器り:に針の発イ:や′化力ヽ しこリイfる ので ]1

■ 11こ「 分|[,が ,し  に■える●れをなよすること.|ヽ 札

貨●の|‖ 上の複||な 器共の,先 ,,方 法については メーカー

の11,する,,法や学会ヽのがイトライン■に従うこと.

(3)器 り●
=几

″した水分による■月,●の■釈か効力や安定

“

J[
形鋼を,え るおそれがあるので ,た

`後
の′lサ :の 水

'tを

|

分にtJっ てから

':川

:にへr_ピ ,すること,

(“ ,畳 m‐ 腋の

'ヽ

■は 1■反のヨウイヒカリウエ、でんぶん紙により1久 イ:

できる.器 共のすすぎに 1分な条イ'にあらかしめ ll認 しておく

こと 大液の

'ヽ

■が

`炎

口1さ れる器jtま すすぎ||11の延 ,t

などこよつ泄tlな すすぎ方法をlktじ 人留力
'な

いことを

“

.■

しておくこと.

い),漬〕よr」

5分 |」 のユi」(では 器共が人itの オ地に,ケ ツ:されている場イ:

に■成することがあるので オ1こ の我武を要する場 rヽ は

10分以 Lユ iす,す ること.

Iり !によっては2色した0するおそれがあるので ,1■ 11,|」

を越えて,,11し ないこと.

(6)●■処理の■1逆しにより 人然ゴム 11ゴ′、■111で ひび■
の劣化を■することがあ1社 1効 ■もIIド する ゴ′、を,11
した器

'tに

ついては 人体ゴ!や liゴ
`、

か■われているか

どうかをll認すること.

(7)11■ のひびや針は

"t,ケ

効人を不 |●にし

"iは

,‖ |た の

安定性にもI′ ilす るので ひびやliのある器,tにはi●

",しないこと.

(8)安 全tl策

,先 i,お ,11は  よ栞■物■及び]`,た のイ」Iや ll人 を

址けるために ゴム
「

袋 サ )ン マスク ‖只鈍

'の
11t iり !を

着‖|すること.

,■生望上
'



【使用上の注意】

1 重要な基本的注意

(1)人体に使用しないこと.

(2)本 市第一剤は昨酸ヽの

“

:い11秋 ■がある.I奥 ,t設 ltのある

:`■ で,■ 及び■

"lす

ること.,:川 泄の,,製 には ■‖,の

■ ,1〔 装置を1,い るか トラフト■を1彙

",し

て・・ 気の歿人を

口|と な限りⅢ址すること.り (lI波の使lll及 び保■に際しては

フタイ」き容器ヽを,川 し本故を防ぐと共に1興 ,tを ,トカ■ナるこ

と,なお 必要に応じ トラフト●での■

"|も

考慮すること.

(3)哄 に決して人らぬよう限鏡等の■:1■をつけるなど 1分,I意

して収

'扱

うこと.■■泄の11型,,一剤を扱う場合は洗 哄

できるよmiの ある場,奸や洸眠川の水を■術してイすうこと。

よって1哄に入った場イ、は ,1ちに多Jlの水でltっ た後 Ⅲ μl

べの/t社を受けること.

(o第  制をlltう 場イ)(■ 11泄の,H興や消ユ処■|■気は哄
l'吸器■の粘瓜をオ1漱するので IЩ鈍 マスク1'のイ|:泄

'tをつけ、吸人又は

'何

しないよう注意すること,■ 1l ltを lltう

jl今を

'め

て 換気を心力ヽ すること、

(5)分  制をll.う 班今は 過‖酸水,^液 との

'触
により皮●が

「 色化又は,11を 1:じ ることがあるので ゴ′、子袋ヽのI
誕■を■け ,"に句■しないように

'Itす
ること.皮

"に
刊

着したときは,:ち に多■の水で洗い流すこと,■ 11泄 を■

'1す

る際も、ユリ扱いIIは ゴム,袋を若

"lす

ること.

2適 用上の注意

(l)霰飲を址けるため ,■たOlltり lltい に 1分
'ヽ

■すること.

(2)実 用波をill製 する場合 ビベットなどで,屯 法 で1咬 りして

調製しないこと.

(3)本 ヤ1は腋性であるので 次J:すh素炒班

`の

班素系製11と

lt,す るとi紫ガスを発生するので 洸0しないこと.

3そ の他の注意

マウスの

',け

に迪

"lし

た411床 武崚において 過輌:餃 は,,い

た4ヽ 充かん物■であるとの腋■がある。,過訃餃エアロブルを

■入させた非廟床試験において マウスにmin場を,杉 成させた

との,11iがあるコ.

【非臨床試験】

急性毒性 (LD6o)め

第一剤 I LD5o(mg/kg)

【薬効薬理】

1 -般細菌に対する殺菌効果
"

アセサイド希

"ヽ

液は ■11ド 1贅 ll「 の過

":餃

濃度● (018%'
で グラ2、 陽H:|(It唸 |を なく,及びグラ′、陰性沐を,むイll

―■悧1ヽを1分llれに 枯●メ,ilし を2‐以 杓に級誠した.

2各 種抗酸薗に対する殺菌効果 。

アセサイド希

"(泄

は ,1,「 世(以 ドの過前餃認:哄 た118'。 ,

で 各rrl l餃 山 (』Ⅲ οlα
`″

,″

`″
々
`|“

で″わsお H3FR、  lr α
"″

″

=ヽ
TCC 25291 ■■ ′″′/″

``ll″
′′,で 1ヽ rCC13950 1′  たα″sα s′ ,

ATCC12178)を 1分以 ●に■成した.

3青 種真菌に対する殺菌効果
"

アセサイド希

"ヽ

液は ■1,ド 限以 ドの,口 m酸濃度泄 (018ヽ |

で C“〃′′″
`め

′rα ,sIF01591 C″″ο
`。 `で

,′ S″
`●

10′″″,s

TIヽ 〔ヽ 0351 7)た力″,″|″ 〃r″

`α

′●′″,`,1■ [`｀ [lIS,を l分

,ス 内に Л●
`“

″ルS″

“

/FO134]を 25分以 勺に,武した.

4各 種ウイルスに対する不活化効果
'

アセサイド希釈●は ■11ド 眠以 ドの過川酸濃度波 (018%)
で 111し ヘルベスウイルス1'14及 びアデノウイルス5型を25●
以 |,に 不

'舌

化した.018%泄でボリオウイルス3型を検11世 界

以 ド(<56× 102TCID5o‐ 25μ I)まで不i舌 イLするのに10分を変

したが 021■ ,以 Itl没 度液では5分以内に検‖1限 ‖以 ドまで

不�化した。

5各 種医療器具に対する実用効果 つい

アセサイド■11腋 (03'|)は 2″
`′

′′″ss″ ll′′おオ1包 ウマnl P'

及び aヽClを ,む 11れで,1来した作|[^llF川 器り:を

“

Jlll 11

5,て ほとんどの試験 (1171161)で 殷成した.ウ マm['li及 び

aヽCを,むβs“ |′″おナ,し ,ll腋 で

"染
した1来性内打[鈍 を,:1,

波に5分 r」 ユ漬した■,tほ とんどの,A"(10.13)で 検II■ 外

以下とな010分 ではすべての式И (1010,で校IIりt界以 Fと

な ,た

6作 用機序 〕

迪酢腋の竹JI機 ||は ヒドロキシルラジカルの4i茂 [よ る率1,也の

ょr変憫:と それに

':づ

くい ムの‖l■ イヽ."の 之́ mγ■の不活

化 榊1地 1彙とその透辿‖1の正襲 核酸の変‖ ulllなどが示され

ている.

【有効成分の理化学的知見】

cn3coooH
エタンペルオキソ腋 (eulaneper。 、oic acid)

Cゼ H03
7605

11色澄り」の腋で オ1激性の特 共なにおいが

ある.水と泥和す る.

【取扱い上の注意】

論ヽ

「

ラ ツ ト

オ ス メ ス

lt >2600 >2600

1 化学構造式

2化 学 名

3分 子 式

4分 子 量

5 '性   1犬
局所刺激性

“
第一剤 :試験動物 ウサギ

支

" 
次

千」磁性

7LI及びlt,Il17に ツ1釘 t

'古

イ」 〕Fll10 5mし 、itc)

,度から

いヽ文の1嗽物

1限 1ヽ1共

11激

'[

il11(01n,I¬眠)

極度のオ嗽 物

丼可逆1,な |」 減性

く注  意>
(1)● ざltは フイ」き容

'Iを

‖]い 1吏 11中はフタをすること.

(2)■ 川液は ′,器にフクをし |:ll 光を址け ,「 111で 1):■
.

|ること.

()第 二吉|は 成分 分 |'■性の 対係で過地n・・″の1人態に

なっているので ときに、■ Tか
'‖

|す /_ことがあ/・ .lr口 |し た

やill,は 湿水ヤ)で lJ J11して・・llし てから■11す ること,第 利

については 過

“

″の分解力
'tiLさ

れるので 加‖|しないこと.

(0)1制 は、|:liにしたとき 1時 することがあるが ■11にルです

こJこよりll判,する

(5)晰 1化 ビニルやシリコンヽ ●・ li111を 使月1している器共1,に IIい

る場合 樹脂の判,分が ,t色く着色することがある.

(6,保 ■11や輸送IIは 容器を構倒しにしないこと1'スユきキャ′

ブから樅鴻れするおそれがある).

皮●に何■すると ,市 みをともなう皮llの「1色化 工,重 を■じる.

にに1,″″匈した場合 矢り|を ,む不可逆11111傷 を,き ,しこ

すこと力`ある.

実用液 :試験動物 ウサギ

皮1, 次

オ1激ヤL
lt■ 及び■1傷 部l‐ にИ

"
'Vイ

サ |'「I(0う mi‐ .、
itc)

,,いオ嗽 物

lll粘 !失

刺秋ヤ|
1'11101“ し,lt' ■度のオ1ユ llJ

● 制に
'ヒ

|々 して,,い 力'オ1波 日:力
'あ

る.



く実用液の再使用>
文‖inは実月,ド Щ漉■(過酢曖晨度02●●)になるまで凛り返し

lt"1できる。水やイ機物のJt人 により■川1,ヽ のイi効 成分
濃度の低 下がlt進 さオ■る.ll用 ,■ に,111収濃 ,以 Lで

あることをlr・ 認すること.

く応急処置 >
皮膚に触れた場合 :i"ち に■染された衣nt'を にざ 流水

で 1分 に,た い流す。柿みが社く場合は人11の 1'陶 iを

'ける.

限に入つた場合 :直 ちに流水で15分岡以 L洗限し Шι‖レt

の診Ifrを 受ける.lt tlが 遅れた0不 十分な場イ)Ш tの叶

■を4:じ るおそれがある.

吸入した場合 :速やかに新舒な空気の場所
`■

移し ,P,ス
の診断を,ける.

誤飲した場合 :riち に多量の水や・|■ を飲ませる 工■に

口:かせないで■やかに医n,の診曰iを 受ける.11かせる
ことにより課哄すると呼吸器系に障キをttこ すおそれ

がある。

く廃棄方法>
,″l泄 を廃大する場介、多■のた水とともに公りtり1水 |´ 11

に Ft人する施設では そのままり1水する。そうでない場イ,
は、 和

'の
処理をしてからり1水すること.“t泄 (I11

外 制)を廃災する場 7‐ 、多■の晨厚れがに接廃水処川!施

設に流人すると千ヤLl.泥 に形管し トラブルのあ:Nに なる
ことがあるので 実

'l17を

調製してから処Jlす ること.11
れをこぼした場合ヽ こばしたF ltは ベーバータオル,で
吸い取ってた栞すること.容器にVtっ た場:波は以 ドのいず
れかの処

'1を
すること。処理の際 携気に注意し 手袋や

マスタ ll鈍等の保護■を着用して 泄とのr'Ilkの llk制 を

選けること。■月J置 ■液いずれの場合も地方向流体のり|

水摯ll・ に従うこと.

(1)大 itの 水で「 分希

'く

する.

(2)ア ルカリと混0して 耐酸及び週酢酸を中和 分解する

(3)チオ

“

腋ナトリウム●の建元剤をぶllし て過腋化水素ltび

過m:酸を分解する.

く安定性試験 >詢

長期安定性試験(25t ‖対 2ヽ皮 60Q● 、13ケ ′l11)の社人、
夕1観 ltび 今 |よ ヽは規格の範,1内 であり、本製刺は要地 |

より1年 11(イ jttlll lll)、 安定であることがfll認 された。

【文献請求先】

株式会|[ン ーシー

l月 C(デ ンタルインフォメー ションセンター ,

〒口
'0033 

東京都文iX本椰32],
(お 4揉 窓 )0120116180

サラヤ林式会ロ ヤllj ll

〒51100,1 人瞑 lⅢ Ⅲ央 κlllttIII Ⅲ2 5

11:1(()61!700 3,38

【包 装】

包■,レ態 :芥  制と第二却を1粕 1に した紙↑入り.

包よ F位 (外―剤 第 i剤 とも同容量)75n,L
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